
0120-076-014弁護士法人奔流  法律事務所宗像オフィス
相談予約 ☎0940(34)1110◇初回相談（予約制・１時間）無料◇

（受付時間・平日９～17時）当事務所では、男女２名の弁護士が、一般民事、家事（相続・
離婚等）、交通事故、医療事故、建築紛争、労働、行政、刑事弁護、
犯罪被害、成年後見、遺言、債務整理、過払金回収、その他、
あらゆる法律問題に対応いたします。
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宗 像 市 赤 間 駅 前 １ 丁 目 ４ 番 ７ 号
赤間センタービル３階（ＪＲ赤間駅北口）
所属弁護士　小出真実・髙本稔久（福岡県弁護士会所属）

◇新年 おめでとうございます。本年も市民の皆様にきめ細やかなリーガルサービスを提供してまいります。
どうぞよろしくお願い申し上げます◇

〈１月・２月の休日相談実施日〉1/23（土）・2/6（土）
いずれも10～16時、事前の御予約をお願いします。なお、上記日時に限らず、平日の相談は、随時お受けしております。
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

学びの里

　「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺
産

登
録
推
薦
決
定
を
記
念
し
て
、

九
州
国
立
博
物
館
で
講
演
会
と

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、「
海
の

正
倉
院
」
と
呼
ば
れ
る
沖
ノ
島

と
、東
大
寺
正
倉
院
に
つ
い
て
、

古
代
の
対
外
交
流
を
中
心
に
専

門
家
が
講
演
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
県

●
共
催
　
九
州
国
立
博
物
館

●
日
時
　
２
月
13
日
（
土
）

▽
開
場
＝
午
後
０
時
30
分

▽
実
施
＝
同
１
時
～
同
４
時
30

分

▽
メールse

kaiisan@
p
re
f.

fukuoka.lg.jp

＊
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
申

込
」、
本
文
に
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記

＊
記
事
に
つ
い
て
は
、
市
世
界

遺
産
登
録
推
進
室
☎
（
62
）

２
６
１
７
に
問
い
合
わ
せ
を

【
関
連
記
事
１
ペ
ー
ジ
】

●
会
場
　
九
州
国
立
博
物
館
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
（
太

宰
府
市
石
坂
４
・
７
・
２
）

●
内
容
　
表
参
照

●
定
員
　
先
着
２
８
０
人

●
参
加
料
　
無
料

●
そ
の
他
　
２
月
９
日
（
火
）

～
同
14
日
（
日
）
に
、九
州
国

立
博
物
館
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
パ
ネ
ル
展
も
開
催

＊
市
後
援

●
申
込
必
要
事
項
　
①
氏
名
②

電
話
番
号

■
申
込
先
　
県
世
界
遺
産
登
録

推
進
室

▽
☎
０
９
２
（
６
４
３
）

　
３
１
６
２
　

世
界
遺
産
推
薦
記
念
講
演
会

海
の
正
倉
院
、沖
ノ
島

第84回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

「
い
せ
き
ん
ぐ
宗
像
」
で

た
こ
を
揚
げ
よ
う
　

　
宗
像
で
は
、
昨
年
、
田
熊
石

畑
遺
跡
歴
史
公
園
、
愛
称
「
い

せ
き
ん
ぐ
宗
像
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
全
周
約
６
０
０
㍍

の
園
路
は
、
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
最
適
。
放
課
後
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
芝
生
広
場
で
元

気
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
、
電
線
の
な
い
広
さ
３
万
平

方
㍍
の
公
園
で
自
由
に
た
こ
を

揚
げ
た
り
、
羽
根
突
き
を
し
た

り
、
思
い
切
り
懐
か
し
い
遊
び

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
寒
さ
な
ん
か
吹
き
飛
ん

で
し
ま
う
か
も
！
　
い
せ
き
ん

ぐ
宗
像
に
ぜ
ひ
来
て
み
て
く
だ

さ
い
。（

文
化
財
職
員
・
田
中
暁
）

羽
根
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
羽
根
の
た
ま
に
は
「
無

患
子
（
む
く
ろ
じ
）」
と
い
う

種
が
使
わ
れ
て
い
て
、「
子
が

患
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
縁

起
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
20
年
代
ご
ろ
一
般
に

普
及
し
、
子
ど
も
の
遊
び
と
な

り
ま
し
た
。

昔
遊
び
い
ろ
い
ろ

　
た
こ
揚
げ
が
一
般
に

普
及
し
た
の
は
江
戸
時

代
以
降
で
、
も
と
も
と

正
月
や
節
句
に
、
年
占

い
の
年
中
行
事
で
主
に
大
人
が

た
こ
を
揚
げ
て
い
ま
し
た
。
明

治
以
降
、
子
ど
も
の
遊
び
と
し

て
定
着
し
た
よ
う
で
す
。
関
西

で
は
、「
い
か
の
ぼ
り
」
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

代
化
が
進
む
に
つ
れ
て
規
制
の

対
象
と
な
り
、
電
線
に
引
っ
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
路
上
の
た

こ
揚
げ
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
独
楽
（
こ
ま
）
は
、
紀

元
前
の
エ
ジ
プ
ト
で
も
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

へ
は
平
安
時
代
頃
に
大
陸

か
ら
伝
わ
り
、
多
く
の
遺

跡
か
ら
独
楽
と
思
わ
れ
る

木
製
品
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
形
の
独
楽
が
一
般

に
広
ま
っ
た
の
は
、
幕
末
ご
ろ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
羽
根
突
き
は
、
も
と
は
宮
中

行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
、
厄
よ

け
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
病
気
は
蚊
が
も
た

ら
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
蚊
を

食
べ
て
く
れ
る
ト
ン
ボ
に
似
せ

て
作
ら
れ
た
の
が
羽
根
突
き
の

第58回第58回

正
月
の
風
物
詩

懐
か
し
き
遊
び

　

今
回
の
時
間
旅
行
は
、
昔
の
遊
び
に

つ
い
て
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
お
正
月

に
遊
ん
だ
経
験
の
あ
る
人
や
、
今
年
す

で
に
遊
ん
だ
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
回
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
遊
び
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

郷
土
文
化
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

いせきんぐ宗像で思い切りたこ揚げをしませんか

時　間 内　容

13：00～13：05 開会式

13：05～13：15
「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
フォトコンテスト表彰

13：15～14：10
「遣隋使・遣唐使と古代日本の対外交流」
／榎本淳一（大正大学教授）

14：10～15：05
「正倉院宝物と古代の文化交流」
／西川明彦（宮内庁正倉院事務所）

15：05～15：20 休憩

15：20～16：15
「沖ノ島神宝と古代の文化交流」
／河野一隆（九州国立博物館）

16：15～16：30

「海の正倉院、沖ノ島の価値を
　　　　　　　　　伝えていくために」
／三輪嘉六
　（専門家会議委員、前九州国立博物館長）

16：30 閉会式

スケジュール


